
〈注意〉
・補助金の利用にあたっては、ツアー等の実施前に補助金申請を頂く必要がありますので、ご留意ください。
・申請には概ね3週間程度要しますので、余裕をもって申請してください。

バス1台につき10,000円～25,000円 （最大3台まで）

申請受付期間 ※予算がなくなり次第終了
令和６年４月８日（月）～令和６年12月27日（金）
事業実施期間：令和６年４月２６日（金）～令和７年１月31日（金）

海南市
市内誘客促進
事業補助金

無料施設１か所

10,000円

有料施設１か所

15,000円

無料施設１か所
+

有料施設１か所

20,000円

無料施設２か所
+

有料施設１か所

25,000円

申請窓口・問合せ先

・無料観光施設

※例） 道の駅海南サクアス、亀池公園、黒江の町並み、うるわし館、市内寺社・仏閣など

・有料観光施設
※例） 温山荘園、鈴木屋敷、黒沢牧場、県立自然博物館、市内飲食店、体験観光など

申請詳細はチラシ裏面もしくは
海南市ＨＰ「海南市市内誘客促進事業補助金」をご覧ください

海南市ＰＲキャラクター
海ニャン



藤白坂

ステップ１ 助成申請（事業者⇒市）
ツアー出発日前に以下の書類を市へ提出する
【提出書類】
①海南市市内誘客促進事業補助金交付申請書（様式第１号）
②旅行業法等による登録票の写し
③ツアー行程が分かるもの（チラシパンフレット可）
④相手先登録書（口座登録がない場合）

↓
ステップ２ 交付決定（市⇒事業者）
海南市市内誘客促進事業補助金交付決定通知の送付

↓
ステップ３ ツアー実施（事業者）

↓
ステップ４ 実施報告（事業者⇒市）
ツアー実施終了後、すみやかに以下書類を市へ提出する
【提出書類】
①海南市市内誘客促進事業補助金実績報告書（様式第５号）
②団体旅行の行程が分かる書類、参加者情報
③市内施設に立ち寄ったことがわかる写真等
④有料施設を利用した場合は、施設領収書（飲食、入場）の写し
⑤参加者対象に実施したアンケート結果

↓
ステップ５ 助成金の支払い（市⇒事業者）
報告書類を審査し、内容が適正と認められる場合、助成金を交付する

助成の流れ
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亀池公園

黒江の町並み

ツアーを主催する旅行業者 （旅行業又は旅行業者代理店の登録を受け、事業を実施する者）

・1台当たり10名以上（海南市在住の参加者、乗務員・添乗員を除く）で貸切バスを利用する団体旅行
・最低1か所以上、市内の観光施設に立ち寄ること （1か所につき30分以上滞在）
・ツアー実施後に参加者に対し市が指定するアンケートを実施すること

・団体旅行が学校行事であるもの
・ツアーの参加者が特定の政治・宗教活動を目的とした団体の場合
・団体旅行の提供日において、出発地、経由地（通過のみの場合を除く。）又は到着地のいずれかが
新型インフルエンザ等対策特別措置法に基づく緊急事態宣言の実施区域またはまん延防止等重
点措置の措置地域に指定された場合

バス1台につき10,000円～25,000円 （最大3台：75,000円）

※市内施設への立ち寄りに応じて、加算
①無料施設1か所 10,000円
②有料施設1か所 15,000円
③有料施設1か所 ＋1か所 20,000円
④有料施設1か所 ＋2か所 25,000円

補助金の詳細


